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l.微生物インベントリー構築の意義

微生物は、地球の物質循環に深く関わり、生態系のバランスを維持する上で大きな役割を果

たしている。これら微生物は、地球上で生じた過酷な環境変化に適応してきたものであり、結

果的に、様々な機能を有していると考えられる。したがつて、これら微生物の環境中での役割

を明らかにすることは、環境保全を進める上で極めて重要であると同時に、農業、医療、工業

等の産業界で有用な生物機能を探索する際のジーンプールとしてもこれら環境中の微生物が貴

重な存在である。その一方で、人畜及び植物に病原性を持つ微生物も存在しており、これらの

微生物に関する生存場所や機能に関する情報も作物生産、健康維持に重要である。しかし、こ

れらの情報は膨大であり、必ずしも整理されてるとは言えない。そこで、多くの微生物情報を

網羅的に整理して発信することを目的として、農環研所蔵微生物標本データ、除草斉J2,4…D分

解菌、さらに人畜植物共通病原性ならびに環境修復等の機能を有する微生物に関する情報を分

散型データベースにより2001年 より農業環境技術研究データベースの一部として Web公開し

てきた。

2.微生物インベントリーの再構築

微生物情報は、様々な分野のユーザーによる利用が期待される。そのため、微生物情報の提

供に当つても、それぞれのデータベースのあった提供法を考えた。その一つとして、まず 1)

データベース単独での利用、 2)統合検索システムの中での利用、を想定した「微生物インベ

トリー」を作成し、「
“
Jε″Jοκθ」と名付け公開したところ、2006年までに約 6万 4千のアク

セス数を得ることができた。 しかし、Web公 開技術は日進月歩であり、より良い公開状態に

することでさらに多くのアクセス数を得るために新しい Webサイ トの構築を行つた (図 1)。

本システムは「総合検索」、「データベースー覧」、「総合検索の使い方」、
「他の微生物情報

紹介」からなつていたが、「データベースー覧」を トップ画面全面に取り込み、
「研究成果紹

介」と「お問い合わせ」の窓口を作成した (図 2)。 また、町山激's new」 として更新 トピック

を紹介できるようにした。「総合検索」力`本システムの本体で、データ
ベースからキーワー ド

による検索を行 うことができる。しかし、データベースによつては、目的とする情報をどのよ

うなキーワー ドで検索できるのかが難 しい場合がある。そのため、
「総合検索の使い方」をよ

り分かりやすくし、簡易な利用法を解説するとともに、データベース毎にデクショナリーを

つけて項目 (Item)毎 に入力されているデータ内容を表示し、ユーザーが検索対象とするデー
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タベースの項目毎のデータ内容をあらかじめ印刷 しておくと、簡単にキーワー ド検索ができる

ようになつているシステムは継続した。「データベースー覧」を トップ画面に組み入れたこと

で、ユーザーは利用したいメニューに直接アクセスすることが可能となつた。さらに、「他の

微生物情報」では微生物保存機関や国際的な微生物情報ネットワークを中心として関連サイ ト

を紹介した。 リンクでそれぞれのサイ トに入ることが可能である。

図 1 新しい″ノθra乃′θけ ィトの トップページ

サイトアドレス :http://www niaes affrc go」 p/inventry/microorg/index html
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図2 研究成果の紹介 (一部)
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